取扱説明書 

システムラック 

品番 TD-AVR1 

お買い上げいたださ、ありびとラございます。 

ご使用の前にこの「取扱説明書」とテレビの取扱説明書を 
よくお読みのラえ、正しくお使いください。とくに3〜已 
ページの「安全上のごミ主意」は必ずお読み<ださい。お読 
みになったあとは、いつでを取り出せるところに必ず保管 
してください。 

取扱説明書には色記号の表示を省略しています。包装箱に 
表示している品番の （） 内の記号び色記号です。 




同捆している部品 . 

安全上のごを意 . 

ち欠化 

言 a . 

ミ王音 . 

正しくお使いいただくために/お手入れ 

各部の名前 . 

ラックの組み立てと設置 . 

1 . ラック天板に支柱を取り付ける . 

2. ラック底板を取り付ける . 

3. キヤ スターを 取り付ける . 

4. 棚板を取り付ける . 

己薄型テレビを設置ずる . 

6. コード類を接続する . 

7. 設置/転倒防止策 . 

システムラックの使いかた . 

故障かなと思った5 . 

お客さまご相談窓 □. 

i±m . 

保証と アフターサービス . 

mm . 


保証書は必ずお受け取りください。 


上手に使って上手に節電 
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表 

裏 


この機器を使用でさるのは曰本国内のみです。外国では放送方式、電源電圧び異なりまずので使用でをません。 
This equipment is designed for use in Japan only and cannot be used in any other country. 




































同姻している部品 


ラック天板 ] 個 

( スピーカー、アンプ組み込み品 ) 




ち化（左) 
] 個 


支柱（中) 
] 個 


支柱拍) 
] 個 



棚板 ] 枚 



L 字金具8個 



ネジ A ] 6本 

(L 字金具固定用、 M4X12) 

旅齡辦辦 


ネジ日9本 

( ラック底板取付用、 M4X44) 



ネジ C 2本 

( 転倒防止バンド固定用、 M4X12) 



棚板ピン4個 
がががが 


キャスター6個 

( 吕個はストッバー付き ) 




電池2本 
( 単 4 形） 







'v J 


音声接続コード 

( ピンプラグ、 2m) 
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安全上のご注意 

ご使用の前に必ずお読みください。 


■絵表示の例 

A の記号は r 気をつけてほしいこと（ま意)」 
を示します。 

0 の記号は「してはいけないこと（禁止)」 
を示します。 

• の記号は「必ず実行してほしいこと樹 
制)」を示します。 



A 警告 
A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いを 
すると、人び死こまたは重傷を負ラ可能 
性び想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いを 
すると、人び傷害を負5可能性び想定さ 
れる内容および物的損害のみの発生び想 
定される内容を示しています。 


■絵表示について 

この取扱説0月書と製品への表示では、お使いになるかたや他の人々への危害や、財産 
への損害をホがに防止ずるために、いろいろな絵表示をしていまず。内容をよく巧お 
してか6本文をお読み < ださい。 


万一、異常や故障が発生したとさは 


なのよラなとさは、すぐに電源プラグをコンセントから巧いて、販売店に修理をご依頼ください。 
そのまま使用すると乂巧-感電の原因となります。 

•煙び出ている、変なにおいや音びする（異常状態） 

煙び出な < なるのを確認して販売店に修理をご依頼< ださい。 

お客さまによる修理は危険ですから絶対おやめください。 

コン;ント—占;5おけ•水などび内部に入った 
•異物び内部に入った 

♦落としたり、キャビネットを破損した（故障状態） 



§ 

〇 


電源コードの取り扱いについて 


♦電源コードの上に重い物をのせた D 、 コードを本機の下じきにしないでください。コードに傷 
びついて、火災•感電の原因とな D ます。コードの上をカーペットなどで覆ラと気付かずに、 
重い物をのせてしまラことびあります。またコードを釘などで固定しないでください。 

♦電源コードはていねいに扱ってください。傷つけたり、加工-曲げ-ねじれ-引っ張 D • 加熱 
はしないでください。火災•感電の原因となります。 

• しん線の露出や断線など、傷んだら販売店に交換をご依頼<ださい。そのまま使用すると、火災- 
感電の原因となります。 



水めれ禁止 



設置-使用する場所について 


•本機の上や近くに巧びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った 
容器またはルさな金属物を置かないで<ださい。こぼれたり、中に入った場 
合、火災•感電の原因となります。また、火のついたろラそ <などの燃焼物 
を上に置かないでください。火災の原因となります。 



•ぐらついた台の上や傾いた所など不ま定な場所に置かないで<ださい。落 
ちたり、倒れたりして、けびや破損の原因となります。設置はシステムラッ 
クとテレビ、ラックに収納する機器の合計の重さに耐えられる水平な所に設 
置してください。 



水めれ禁止 


♦ぬらしたり、風呂、シャワー室で使用したりしないでください。火災、感電 
の原因となります。 

風呂、シャワー室 
での使用禁止 
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[ ご使用の際にはお守りください 1 

分解禁止 

裏ぶたをはずしたり、改造しないでください。内部には電圧の高い部分びあ D 、 感電 
の原因となります。また改造は乂巧-感電の原因となります。内部の点検-整備•修 
理は販売店にご依頼 < ださい。 

通風孔などから内部に金属類や燃えやすいものなどを差し込んだ D 、 落とし込んだり 
しないでください。火災、感電、けびや故障の原因となります。特におテさまにごま 
意ください。 

表示された電源電圧（交流100ボルト）で使用して<ださい。表示された電源電圧しツ 
夕巧は火災•感電の願となります。 

接触禁止 

雷び鳴り出したら電源プラグに曲れないでください。感電の原因となります。 

A 

乾 化 

言 口 

コンセントつき延長コードを使用する場合、複数の機器を同時に接続して使用するな 
ど、延長コードの定格を超えた使いかたをすると発熱し、火災の原因とな D ます。延 
長コードの定格表おや説明書に従い正し<お使い<ださい。 



電源プラグの刃および刃の付近にほこ D や金属物び付着している場合は、電源プラグ 
を巧いてから乾いた巧で取り除いてください。そのままで使用すると火災-感電の原 
因となります。 


A 注意 


設置-使用する場所について 



•本機に内蔵しているアンプ回路の放熱をさまたげないよラ、周囲から lOcmUl 上距 
離をとり、カーテンやテーブルクロスなどで通風孔をふさびないよう設置してくだ 
さい。ふさぐと熱びこもり、火災や故障の原因となることびあります。 

•湿気•ほこりのをい場所、調理台や加湿機のそばなどに置かないでください。火災- 
感電の原因となることびあります。 

•上に重い物を置かないでください。転倒 • 落下してけびの原因となることびあ D ます。 



♦ま定した所に置いて<ださい。不ま定な所に置<と動いた D 倒れた D してけびの原 
因となることびあります。また地震などの非常時のま全確なと事故防止のため転倒 
防止策を行ってください。 

♦設置は、製品の重さに見合ラ人数で慎重に行って<ださい。十分でない人数で行5 
と転倒や落下を招く恐れびあり、けびや破損の原因となることびあ D ます。 
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電源コード、電源プラグの取り扱いについて 



〇 

曇 

めれ手禁止 


•電源コードを熱器具に近づけないで<ださい。コードの被ふ<び溶けて、火災•感 
電の原因となることびあ0ます。 

•抜くとさはコード部分を引っ張らないでください。コードび傷つを火災-感電の原 
因となることびあります。必ずプラグを持って抜いてください。 

•コードを細かく巧り曲げたり、卷いたり、束ねたまま使用しないでください。放熱 
しにくくなり、発熱やショートを起こし、乂巧•感電の原因となることびあります。 

♦電源プラグは根元まで差し込んでちゆるみびあるコンセントに接続しないでくださ 
し、。発熱して火災の原因となることびあります。販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼して < ださい。 

♦電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んで<ださい。差し込みび不完全 
ですと発熱したりほこ D び付着して火災の原因となることびあります。また、電源 
プラグの刃に触れると感電することびあります。 

•めれた手で電源プラグを抜を差ししないでください。感電の原因となることびあり 
ます。 


ご使用の際にはお守りください 



上に乗ったりぶら下びったりしないでください。落下する、倒れる、こわれるなどし 
てけびの原因となることびあります。特におテさまにごま意ください。 


© 年に一度は内部の掃除を販売店にご相談<ださい。長年の使用で内部にほこ0びたま 
ると火災や故障の原因となることびあります。掃除は梅雨の前び効果的です。費用な 
どは販売店にご相談 < ださい。 


•旅行など長期間不在のとさはま全のため電源プラグをコンセントから抜いてくださ 
し、。火災の原因となることびあ D ます。 

♦お手入れは電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。感電の原因となる 
ことがあります。 

電源プラグを 多副ま接続 K や®原 K 包まずし、テレビをラックから P きろして月 ij クに行っ 

〕ンセントか5巧け てください。 

ラックにのせたまま移動させますと、けびや破損の原因となることびあります。 



正しくお使いいただくために/お手入れ 


•直射日光び当たる巧や熱器具のそばなどの高温にな 
る所、ほこりや湿気のをい巧では使用しないでくだ 
さい。故障の原因となります。 

•殺虫剤など揮発性のちのをかけた D 、ゴムや粘着 
テープ、ビニール製品を長期間接触させないで < だ 
さい。変質-破損したり塗料びはびれる原因となり 
ます。 


•移動させるとさはテレビをラックから降ろし、床面 
から持ち上げて移動させて < ださい。床面に置いた 
ままずらせますと床面を傷める原因となります。 
•ネットの部分を固いをのやとびったものでひっかか 
ないでください。ほつれや破れの原因とな D ます。 


♦お手入れは柔らかい巧で軽くふいてください。ひど 
し、ミちれはうすめた中性洗き临含ませた巧を固く絞つ 
てふを、乾いた巧で仕上げてください。 


♦ベンジンやシンナーなどで ふをますと変質.破損し 
たり、塗料びはびれることびあります。化学ぞラを 
んの使用はま意書をにしたびってください。 


己 








各部の名刖 



フ □ントス ピーカー (左) 



p - A ごを意- 

サランネットは取り外しでをますび、スピーカーユニットのな護のため、装着してご使用ください。 
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ラックの組み立てと設置 


同捆している部品については2ページをご覧ください。 


組み立てには、お手持ちのプラスドライバーをご用意ください。 


ラック天板に支柱を取り付ける 


①平らな床などに、ち巧などのやわらかい巧を 
しを、ラック天板を、サブウー八一び上にな 
るように静かに置きます。 

③支柱（ち)、支柱（中)、支柱（左）を L 字金 
具とネジ A で、ラック天板にしっかりと取り 
付けます（計8箇所)。 


A ごを意 


ラック天板を持つとさは、サランネット部 
分に手をかけないでください。サランネッ 
卜は取りがしでをますので、外れてラック 
天板び落下するなど、事故の原因となるこ 
とびあ0ます。 


支ホ王 I わ） 


支柱(ち)、支柱(中)の 
棚板ピン用の巧び内 
側に向くよラに取り付 
けます。 


支柱(左） 



L 字金具 

サランネット 


ラック天板サブウー八一 


毛布などの 
やわらかい巧 


B ラック底板を取り付ける 

ネジ日でラック底板を支柱にしっかりと取り付けます。 


B キャスターを取り付ける 

ラック底板の巧に、キヤスターの軸をしっかりと差し込み 
ます。ストッパー付をのキヤスター2個は、前面の左ち 
に差し込んでください。 



ストッパー付さ キャスター 

キャスター 

ストッパー付さ 
キャスター 


























































El 棚板を取り付ける 1 

①ここまで組み立てたシステムラックを持ち上げ、キャス 
ターび下になるよラに裏びえして静かに置をます。 

③棚板ピンを支柱（中）と支柱（ち）のご希望の高さに差 
し込み、棚板をのせます。棚板の高さは3通りから選べ 
よ9 0 

p - A ごを意- 

•棚板には、1已 kg な上の重い物をのせないでください。 
•棚板はラックのち側にしか取り付けられません。 




①テレビや DVD プレーヤーの音声出力をシステムラック後面の入力端 テへ 接続します。 
③システムラックの電源コードを、コンセントへ接続します。 



※接続には、付属や巿版の音声接続コード（ピンプラグ付さ）をお使いください。 

接続び終わったら電源コードをコンセントへ差し込みます。 

デジタルオーディオプレーヤーなどの音声出力は、前面の外部2音声入力端テへ接続でをます。 




ステレオ S ニプラグ 


デジタル 

オーディオ 

プレイヤー 


の. 己が 
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H " 設置/転倒防止策 

•システムラックに内蔵したアンプの放熱をさまたげない 
よラ、システムラック後面と壁などとの間は lOcm し U 上 
あけて設置してください。 

•ラック天板に設けられた転倒防止バンド用ネジ巧とネジ 
C を使って、薄型テレビ付属の転倒防止バンドをシステ 
ムラックに固定します。 

•薄型テレビに取り付けたフックに丈夫なロープなどを通 
して壁や柱に取り付け、転倒防止策を行います。（詳しく 
はテレビの取扱説明書をご覽 < ださい） 

♦システムラックをま定させ、床面をな護するため、キャ 
スターを前面に向け、キャスター台座の上に設置してく 
ださい。設置し終わりましたら、キャスターのストッパー 
(2 個のキャスターについています）を □ ックして<ださ 
し、。 

p - A ごを意- 

ち図の転倒防止策は当社液晶テレビ LCD -32 SX 200 の 
場合です。転倒防止策はテレビによって異なりますので、 
それぞれのテレビに合つた転倒防止策を実施して < ださ 
し'!。 



テレビ付属の 
転倒防止バンド 
取付ネジ 
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システムラックの使いかた 




電源スイッチ 
電源ランプ- 
消音ランプ- 


音重+/—ボタン 
外部1/2ランプ 
音声メニューランプ 

音声メニューボタン 


音量レベルランプ 
(1 〜已） 


外部2音声入力端テ 

( S ニステレオジャック、3.5¢) 


テレビランプ 

テレビボタン 
(入力切換） 


U モコン受光部 
外部ボタン (1/2) 



RC-511S 



発光部 

電源 

外部 

曰ド 

メニュー 


電池カバー(妻面） 
(使用電池:単4電池2本) 


U モコンで操作でさる範囲 

テレビの U モコン受光部から約已メートルしツ内（左ち 
30度ずつのち度）の範囲で操作でさまず。間に障害物 
びあると操作の妨げになります。また1」モコン受光部に 
強い光び当たっていると操作できないことびあります。 

1」モコンを傷めないために 

U モコンを傷めないためになのことをお守りください。 
•液状のちのをかけない。 

•熱や湿気をさける。 

•落としたり衝撃を与えない。 

乾電池の入れかた 

電池カバーを開け、電池ケースの表示どおりに +( プ 
ラス）と一(マイナス）の向をを正しく入れ、電池カバー 
を しめます。 (単4お1.已 V 2本） 

p - A ごを意- 

乾電池は指定のちのを向をを正しく入れ、新しいち 
の. 古いちの、種類のちびラちのを混ぜて使わない 
でください。またショート、分解、充電はしないで 
ください。火災-けびや巧損の原因となることびあ 
ります。 


乾電池のお取り扱い 

参長期間使わないとさは乾電池を取り出してください。 
参使用済み乾電池は定められた場所に廃棄してくださ 
し、。可燃 3 S に混ぜたり燃やしたりしないでください。 
•液ちれび起こったとさは、電池ケースについた液を 
よくふき取ってから新しし唯電池を入れてください。 
•万一、もれた液び体についたとさは、水でよく洗い 
流して<ださい。やけどをすることびあ0ます。 
•乾電ミ也は直射日光び当たる場所や熱器具の近<など、 
10 高温になる場所には置かないでください。 





















































操作のしかた 


① システムラック本体の電源スイッチを押して電源を入れます。 

1」モコンで操作でさるよラになります。 

電源び入っているとさは電源ランプび緑で点灯します。 

② テレビボタンまたはか部ボタンを押して、入力を選びます。 

•テレビボタン：後面のテレビ音声入力へ接続した機器の音を再生します。 

•外部ボタン：後面の外部1音声入力、または前面のか部2音声入力へ接続した機器の音を再生します。 

選んだ入力のランプび点灯します。 

外部2音声優先機能 

前面の外部2音声入力端テに機器を接続したときは、入力び自動で外部2音声に切り換わり、他の入力には切 
D 換わらなくなります。 

③ 音量+/—ボタンで音量を調節します。 

音量によって音量レベルランプの点打び！〜已に変わります。 

④ 音声メニューボタンを押して、ご希望の音声メニューを選びます。標準、シアター、ニュース、5ュージックの 
中からお好みのちのを選びます。選んだ音声メニューのランプび点なします。 

•標準 ：標準的で自然な音 

•シアター ：映画の再生に適した音 

•ニュース ：声を聴をやすくした音 

•5 ュージック：音楽をメ U 八 U よく聴かせる音 

⑥来客などのとをは消音ボタンを押すと音び消えます。消音中は消音ランプび点なします。 

⑧ U モコンで電源を切るときは、 U モコンの電源ボタンを押します。スタンバイ状態のときは、電源ランプび赤で 
点灯します。 

p - A ごを意- 

•本機は電源コンセントの近くに設置し、万一異常び生じたとさはすぐに電源プラグを抜けるよラにしてくだ 
さい。 

•電源ランプび消えている場合でち、電源プラグをコンセントに差し込んだ状態では回路の一部に通電してい 
ます。完全に電源を遮断するためには、電源プラグをコンセントから抜いてください。電源プラグは破損さ 
せたり、分解や改造をしないでください。 

•旅行などで長期間本機を使用しないとさは、電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜さましよラ。 


故障かなと思った！5 


症状 

原因と処理 

音び出ない 

•電源プラグはコンセントに差し込まれていますか。 

•テレビや外部機器との接続は正しいですか。確認してください。 

•接続したテレビや外部機器の音声信号は出ていますか。 

•音声入力の切り換えは正しいですか。 

1」モコンで操作でさない 

•システムラックの1」モコン受光部に向けてボタンを押してください。 

•電池の向をは正しいですか。電池び消耗していませんか。 
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お客さまご相談窓 □ 


お客さまご相談窓口 


■まずはお買い上げの販売店へ… 

家電商品の修理のご依頼やご相談は、お買い上げの販売店へお申し出ください。 

転居や贈答品でお困りの場合は、下記の相談窓□にお問い合わせください。 

家電商品についてのを船的なご相談く=洋電機巧式を社お客をまセンター> 

受付時間： （36 已曰）9:00〜18:30 

[ 総合相談窓 □ [〇已 0-3 11 6-3434 

※上記番号をご利用できない場合は 大阪 ( 06 )- 6994-9 已 70 におかけください。 

※郵便または FAX でご相談される場合 

H 洋 電機 株式会社お客さまセンター 〒日 70-8 日 77 大阪府守□市を阪本通 2- 已-已 

FAX :大阪 (0 巨)-己 994-9 已 10 


家電商品の修理ヴービスについてのご相談 <=巧電機ヴービス巧式を社> 

受付時間：月曜日〜金曜日9:00〜18:30 
±曜•日曜•巧曰•当社休日9:00〜17:30 


修理相談窓口 

東コルセンタ 

関東-甲信越地区 

〇已 0-31 16-2222 
東京 (03) 已3日 2-3401 

:)ヒ海道地区 

〇已 0-31 16-2333 

東化地区 

〇已 0-31 1巨-2444 

西コールセンター 

近畿-:)ヒ陸-四国地区 

〇已 0-31 1巨-2已已已 
大販 (0 日)42已 0-8400 

中部地区 

〇已 0-31 16-2666 

中国地区 

〇已 0-31 1巨-2777 

九州地区 

〇已 0-31 1巨-2888 


沖縄地区 

098 -944 -已018 


( 《 ） ミ中縄地区の受付時間：月曜日〜±曜日9:00〜12:00、13:00〜17:30 
(日曜、祝日及び当社体曰を除く） 


持込み修理および部品についてのご相談く =巧電機ヴービス巧式を社> 

受付時間：月曜日〜±曜日9:00〜17:30 (日曜、祝日を除く） 

家電商品の持込み修理および部品のご相談については、各地区拠点（サービスセンター、サービス 
ステーション）で承っております。最寄の拠点は別記一覧ちしくは弊社ホームページでご確認くだ 
さい。 

■上記のご相談窓□の名称、電話ま号は変更することびありますのでご了承<ださい 

お客さまご相談窓口におけるお客さまの個人情報のお取巧いについて ] 

お客さまご相談窓□でお受けした、お客さまのお名前、ご住所、お電話番号などの個人情報は適切に管理いたします。 

また、お客さまの同意びない限0、業務委託の場合および法をに基づさぶ、要と判断される場合を除さ第兰者への開示は行いま 
せん。なお、お客さまび当社にお電話でご相談、ご連絡いただいた場合には、お客さまのお申し出を正確に把握し、適切に对 
応するために、通話内容を録音させていただくことびあります。 

<利用目的> 

•お客さまごネ目談窓□でお受けした個人情報は、商品-サービスに関わるご相談-お問いをせおよび修理の対応のみを目的と 
して用います。なお、この目的のために兰洋電機株式を社および関係会社で上記個人情報を利用することびあ0ます。 

<業務委託の場合> 

•上記目的の範囲内で対応業務を委託する場を、委訂先に対しては当社と同等の個人情報保護を行わせると共に、適切な管理- 
K 督をし'^/"-し^サ 

個人情報のお取り扱いについての詳細はホームぺージ http://www.sanyo.co.jp をご覧ください。 
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持込み修理および部品についてのご相談 


王洋電機サービス株式会社 



都道府県名 

サービスセンター&ステーション 

電話番号 

郵便番号 

住所 

化海道地区 

北海道 

札幌サービスセンター 

巧 (011)831-9 吕01 

干003 -001 3 

ホし幌市白石区中央兰条 4- 1 -3 己 



旭川サービスステーション 

0(01 已白)吕2-吕4吕1 

干070-邮73 

化 J II 市曜北兰条 7-3-3 



函館サービスステーション 

。(〇 138)48-8301 

〒日 41- 服24 

函館市西お梗町已8日-2日已 



訓路サービスステーション 

fiODl 已 4) 吕吕 -1 己76 

〒〇祀 -0 监日 

訓路市共栄大通 3-1-6 



北見サービスステーション 

18(01 己 7) 吕 3-4871 

〒日弧-〇监7 

化見市山下町 4-7- 14 

東北地区 

青森県 

青森サービスステーション 

か017 )7 吕 9-3401 

〒日 30-01 41 

青森市上野字山辺吕日-已 


岩手県 

盛岡サービスセンター 

巧 (019) 已 23-1 已〇〇 

〒日20-肥24 

盛岡市東安庭 2-12-1 


宮城県 

仙台サービスセンター 

COD 吕吕)吕 87-83 己1 

〒日84-邮32 

仙台市若林区荒井字丑ノ頭 43- 1 


軌田県 

秋田サービスステーション 

«〇318)86吕-已己己1 

〒日11 -09 日] 

が田市寺内イサノ日3-] 


山形県 

山开さサービスステーション 

〇(0吕3)已41-1769 

〒日 90-233] 

山あ市飯田西4-已 -3 已 


福島県 

郡山サービスステーション 

吕 4)94 已-已793 

〒日的-01日7 

那山市安積 3- 120 

関東•甲信越地区 

巧城県 

水戸サービスステーション 

fiOD 吕 9) 吕已 1-41 吕已 

干31 1-41 巳2 

水戸市；可和田 3-2386-1 



つ<ばサービスステーション 

fiOD 吕 98) 巨 4-47 已1 

干3抓- 326] 

つくば市花畑 2-1 已 -3 


栃木県 

宇都宮ヴービスステーション 

0(028)614-3883 

干 321-0111 

宇都宮市川田町字免ノ巧76己-已 


群馬県 

伊勢崎サービスステーション 

18(0 吕 70)40-7 巨11 

干 372-0 皿3 

伊勢崎市華蔵寺の87-] 


埼玉県 

さいたまサービスセンター 

か048 )778-309 已 

干3巳2-册己巳 

上尾市上尾下780 -] 



坂戸サービスステーション 

か04 9)284-8900 

干3加-0214 

坂戸市千代田已 -3- 17 


千葉県 

千葉サービスセンター 

か04 3) 吕 08-3800 

干2抓-0842 

千葉市中央区南の 3-7-1 己 



鎌ヶ谷サービスステーション 

巧(047)44 1-01 11 

干273-日10日 

鎌ケ谷市鎌ケ谷 7-6 -已日 


東京都 

武蔵野サービスセンター 

a (042)364-7721 

f 183-0033 

府中市分梅町己-日-] 



城東サービスステーション 

巧(03)已已97-8160 

干120-邮肥 

足立区綾瀬 7-22-1 已綾瀬 7 T 目ビル 



城北サービスステーション 

巧 (03) 已9 14-34 13 

干174-邮日1 

板橋区ル豆;只(アズサワ ） 1 -23-10 



城西サービスステーション 

IS (03) 已 347-07 巨1 

干1日7-册32 

が並区天沼3-1 2- 1 2テック杉並 



相模原サービスステーション 

巧 (042)788 -吕760 

干194-邮12 

の田市金森8己1 -3 


神棄川県 

横浜サービスセンター 

18(045)827-2831 

干 244-0 抓日 

横お市戸塚区上品濃目-14 


新漏県 

新漏サービスセンター 

fi (0 吕己)吕 S 已-吕431 

〒日抓-朋42 

新漏市中央区ル張木 2-1 日-43 


山梨県 

甲府サービスステーション 

fifO 己己)吕吕6-吕已61 

干4抓-弧3日 

甲府市飯田 4-8-23 

中部•北陸地区 

富山県 

富山サービスステーション 

«〇37巨)4吕吕 -70 吕〇 

〒日 39-8211 

冨山市二□町 1-13-8 


石川県 

金ミ尺サービスセンター 

18(07 巨)吕92-吕060 

〒目21-抓〇日 

金ミ尺市間明町 2- 100 


福井県 

福井サービスステーション 

か077 6) 己 3-7 134 

干91 0-0834 

福井市丸山 1-1 002 


長野県 

粒本サービスステーション 

巧(0吕已 3)40-341 1 

干3弧-08巳2 

松本市島立10已 4-1 


岐阜県 

岐阜サービスステーション 

巧 (0 己 8) 吕 46-341 7 

〒加 1- 邮日日 

岐阜県羽島郡岐南町伏屋1 -3 己 


静岡県 

静岡サービスセンター 

己 4) 吕 36-0 已91 

干4の-弧34 

静岡市駿河区高松 2-2 S -10 



ミ召津サービスステーション 

COD 己已 )93 已 -0501 

干41日-0822 

ミ召津市下香貫 t 面]1己 2-2 



浜松サービスステーション 

巧 (0 己 3) 斗6 1-8 已 S 已 

干 430-081 2 

おお市南区本郷巧123 


愛知県 

あち屋サービスセンター 

fi (0 己吕 )48 已 -3 已吕〇 

干4的-肥1日 

名ち屋市中が区京田町2-] 


兰重県 

津サービスステーション 

fiOD 己 9) 吕36-己19已 

〒日 14-01 11 

津市一身田平野28已 -2 

近畿地区 

滋賀県 

溢賀ヴービスステーション 

0(077) 己14-吕吕吕1 

〒日 24-0021 

守山市吉身 4-1-24 南井産業第3ビル日棟 


京都府 

京都サービスセンター 

巧 (07 己)已4日-1434 

〒日 12-84 の 

京都市伏見区竹田真幡木町26-] 


大販巧 

大販サービスセンター 

fifO 已)已992-已吕3已 

〒日7日-〇册日 

守□市竹町 4- 13 



大販南サービスステーション 

IS 0 D 已)已76 1-4 巨00 

〒日 43-0 皿] 

大販市天王寺区上本町 5-1-1 4兰洋ビル 2 F 



阪和サービスステーション 

0(07 吕)吕吕 1-8 已71 

〒閱日-0の日 

呪市骄区向陵西の 2-1-24 


兵庫県 

巧戸サービスセンター 

巧 (078) 已 41-1 吕己1 

〒日日3-册38 

巧戸市長田区若松町 2-1 -日ピアヴビル 3 F 



阪神サービスステーション 

COD 已)已43吕 -3401 

〒刷-册2日 

尼崎市水堂町 4-1 7-巨 



姫路サービスステーション 

巧 (079 吕 )8 吕 -7892 

〒日70-朋43 

姫路市市之郷町 1- 日 



淡路サービスステーション 

巧(0799)4吕-已01已 

〒日祀 -0478 

南あわじ市市福永已 36-] 


奈良県 

奈良サービスステーション 

0(0744)22-7888 

〒日34-肥17 

糧原市寺田町]]3-1 


和歌山県 

和歌山サービスステーション 

か073 )473-71 12 

〒日 40-8 弧] 

和歌山市岩橋1636-] 

中国地区 

鳥取県 

鳥取サービスステーション 

a (0857)24-2930 

〒日抓-服43 

鳥取市南吉方 3-1 。7 


島根県 

松江サービスステーション 

a (0852)23- l 183 

〒閱 0- 邮44 

松江市お乃木 2-1 已 -3 


岡山県 

岡山サービスセンター 

fi (08 巨)吕4已 -1 已34 

干7孤-0973 

岡山市下中野703-101 


広島県 

広島サービスセンター 

fS (08 吕)吕93-已已11 

干 733-001 2 

広島市西区中広の 2-1-2 



福山サービスステーション 

巧 (084) 日已 4-41 01 

干721-朋52 

福山市曜町 4-22- 10 


山□県 

山□サービスステーション 

巧 (083)973-3391 

干7日4-册24 

山□市ル郡若草の2-日 

四国地区 

徳島県 

徳島サービスステーション 

か088 )69 日-4131 

〒乃 1- 日21目 

徳島県板野郡松茂町を木野字 J U ヒ開拓18日-1 


香川県 

高松サービスセンター 

巧 (087) 843- 1840 

干7巳 1- 日1日1 

高松市春曰町宇片田1已已7-] 


愛媛県 

松山サービスステーション 

か089 )979-3486 

干 799-2 日巳日 

松山市馬木町274 


高知県 

高知サービスステーション 

か088 )831 -吕570 

干7抓-抓肝 

高知市仲田町 6- 12 

九州地区 

福岡県 

福岡サービスセンター 

巧 (092)9 吕 8-341 4 

干818-弧日] 

筑紫野市紫 6-1-1 



:!ヒ九州サービスステーション 

C (093) 已吕 1-5 吕 S 6 

干8日2-邮日4 

北な州市か倉北区鍛冶町 2-4-7 


長崎県 

長崎サービスステーション 

C (09 己) 8 13-3 己4已 

〒祀 1-01 日1 

長崎市ち賀町1006-已 


熊本県 

熊本サービスセンター 

な (09 巨) 3 SS -3434 

干8日 1- 抓4日 

熊本市ル山 3-2-11 熊本トラックターミナル内 


大分県 

大分サービスステーション 

IS (097) 己 43-34 己4 

干 870-082 日 

大分市椎迫日-6組 


宮崎県 

宮崎サービスステーション 

0(098 已)吕 9-3441 

干8孤-弧22 

宮崎市大橋 3-224 


鹿児島県 

鹿児島サービスステーション 

0(099) 吕已 1-4 巨1已 

干8弧-邮郎 

鹿児島市東郡元巧] 1-10 

沖縄地区(ぷ） 

沖縄県 

沖縄兰洋販売株式食社サービス部 

な (0 日 8) 日44-已01 S 

〒弧 3-01 日3 

ミ中縄県中頭郡西原町ル那覇1303 


☆住所•電話番号は、ご通知なしに変更することびありますので、ご了承ください。 010407」 
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仕様 

外お寸法：幅105.0 X 高さ 42.2 X 奥行を4 1.1 cm 、 質量： 33.0 kg (高さはキャスター受け皿含まず) 
天板部耐荷重己已 kg 、 棚板部耐荷重1已 kg 

(搭載スピーカー） 

サブウー八一: 20 cm 円型、定格インピーダンス100 

スピーカー: 8 cm 円型+ソフトドーム型ツィーター、定格インピーダンス4 0 
(内蔵アンプシステム） 

アンプ出力 （ J 曰 TA ) :総合 68 W 、 左ちスピーカーさ 19 W 、 サフウー八一 30 W 
入力端テ：テレビ音声入力、外部1音声入力、外部2音声入力 
使用電源： AC 1 00 V 已 0/60 HZ 
消費電力： 65 W 、 U モコン待機時 0.3 W 


《仕様および外観は改善のため予告な < 変更することびあります。 

※説明書の図はわかりやすくするために誇張や省略をしています。実物とは多少異な D ます。 



棚板-上：1 0.4 棚板-上：11 .4 H H 

棚板-中：1 2.4 棚板-中： 9.4 

棚板-下：1 4.4 棚板-下： 7.4 ( cm ) 


保障とアフターヴービス 

■この商品にはな証書びついています ■修理を依頼される前に 

保証書（この取扱説明書の裏表紙に掲載）は、お買 11ページの「故障かなと思ったら」にそって故障 

い上げ販売店でおミ度しします。お買い上げ曰、販売 かどラかお確かめください。それでち直らない場合 

店名などの記入をお確かめの上、内容をよくお読み は、ただちに電源プラグをコンセントから巧を、お 

になり大切にな管してください。 買い上げ販売店に修理をご依頼ください。 


■保証期間 

保証期間はお買い上げ曰より1年間です。 
■保証期間中の修理 

保証書の記載内容にしたびってお買い上げ販売店び 
修理いたします。詳しくは保証書をごらんください。 

■保証期間び過ざたあとの修理 
お買い上げの販売店にご相談 < ださい。 

お客様のご要望によ0有料修理いたします。 


■修理を依頼されるとをにご連絡いただをたいこと 
•お客さまのお名前 
•ご住所、お電話番号 
參商品の品ま 

♦故障の内容（でさるだけ詳しく） 

■補修巧性能部品について 

この商品の補修性能部品（製品の機能を維持するた 
めに必要な部品）の保有期間は、製造巧ち切り後8 
年です。 


ご転居やご贈答の際、そのほかアフターサービスについてご不明の点びありましたら、お買い上げ販売店または最 
寄りのお客さまご相談窓□にお問い合わせください。お客さまご相談窓□については、「お客さまご相談窓□」を 
ご覧ください。 


=ま電機株式含な www.sanyo.co.Jp 

グ□ーバル営業グループ国内マーケティング本部 
マーケティング統括部 AV 商品企画部 
干1 10-8 己34東京都台東区上野1了目1番10号 
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